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No. 

い
よ
い
よ
雲
市
で
も
古
河
か
会
設
盤
図
書
館
自
警
が
始
宮
れ
ま
す
。
己
れ
は
、
「
平
草
市
に
は
立
車
問

な
酪
欝
舘
カ
あ
る
が
、
遠
い
白
で
近
く
に
ほ
し
い
」
と
い
う
饗
望
に
ζ

十
充
た
も
自
で
、
四
月
二
十
自
か
ら
ス
点

I
ト
ナ
る
予
定
で
す
.
巡
回
す
る
場
所
は
、
図
書
怨
か
ら
ニ
J
M以
上
離
れ
た
士
一
一
か
箭
が
選
ば
れ
て
い
ま
ナ
。

ま
た
、
巡
思
時
間
は
家
庭
の
主
掃
金
子
供
た
ち
が
利
用
し
や
す
い
よ
フ
午
陸
一
時
か
ら
一
日
に
ニ
か
断
、
二
週
間

に
一
度
訪
問
す
る
ζ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
g

そ
れ
で
は
、
移
動
図
欝
務
自
主
な
内
容
を
お
知
ら
せ
」
ま
し
ょ
う
。

法
も
な
〈
ス
タ
ー
ト
す
る
移
動
翻
欝
柏
崎
車
「
晶
お
ぞ
ら
一
号
」
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て

な
く
、
市
民
レ
ベ
ル
で
の
通
営
砂
白
日

指
し
て
お
D
、
一
一
斉
宋
ま
で
に
は
、
川

ヵ

中

文

化

露

尿

率

襲

撃

に

よ

て
躍
る
運
営
委
員
会
が
決
ま
b
、
事
業
若
山

ω
口
展
開
し
て
い
〈
ζ
と
に
な
る
。
川

曙
療
事
業
内
容
は
、
大
半
レ
ベ
ん
の
も
一
…

戦
列
の
か
ら
、
必
事
長
炉
と
な
川

拭

1

つ
ず
盛
び
あ
っ
、
毎
古
田
枠
落
に
つ
町

制
州
事
る
も
の
も
ま
で
考
え
て
い
る
の
山

で
、
む
期
待
を
可

M

V
宅
骨
骨
カ
ル
チ
ュ
ア
教
室
品
川

カ
戸
て
ア
之
ン
タ

i

j一
時

長

野

る

喜

…

一
騒
音
が
留
の
外
部
に
も
れ
な
い
崩
告
は

除

外

さ

れ

る

。

…

四

月

二

尽

に

オ

ー

プ

ン

す

る

茶

立

県

川

町

引

い

り

お

ト

一

一
語
、
パ

1・
キ

ャ

バ

レ

ー

な

ど

自

~

霊

セ

ン

占

l
霊

山

署

故

悼

の

み

な

え

に

!

学

習

由

雪

セ

ず

る

。

門

一
岡
崎
俗
替
業
の
散
貴
留
が
、
ζ

の

接

関

で

一

し

で

つ

く

っ

て

い

た

、

カ

ル

チ

ュ

ア

利

用

し

て

い

た

戸

と

た

め

概

説

す

る

・

カ

ル

チ

ュ

ア

ロ

r
I
自
由
に
出
町

一
規
制
目
撃
と
な
っ
て
い
な
い
の
は
、

J
zー
だ
賢
官
に
オ
1
プ
も
の
で
、
蓄
基
に
対
応
?
語
入
。
で
き
る
、
ふ
れ
あ
い
、
お
し
こ

一

風

童

書

取

締

法

に

よ

っ

て

規

制

さ

川

ジ

す

る

と

と

に

な

っ

た

。

設

で

あ

る

。

言

語

と

す

る

。

~

一
@
醐
難
時
簡
の
制
限

一

れ

る

た

砲

で

あ

る

。

…

力

支

ん

チ

主

ユ

ア

玉

セ

ン

主

タ

f;l
法
は
、
震

ι品の
セ
ジ
玉
タ
i
は
、
行
草
歓
霊
士
主
毒
占
蒲
警
帯
警
で
川

一
持
に
陸
佳
宅
君
の
重

Tzる地車域警で一は問一
iL」司」一揮竺一種苧.第墾ニ一扇種警住露潜霊単電煎抽譲域に去一な葉お、高白譲改蕊罪が、霊活喜欝一玄癒一ニ一字子今官彦完申究九李十八会万李至中ハ

言

官

〓

1市
守
ノ
ど
〈
、
、
、
重
一
〈
革
貴
聖
実
ホ
李
-
テ7
ル
、
…
妄
業
者
に
毎
与
え
言
る
露
霊
諺
が
実
夫
吉
宗
い
の
宅
で
、
一
円
円
で
重
取
審
嬬
宇
す
る
き
乙
と
に
な
っ
た
。
一
重
量
章
、
事
(
撤
去
〉
喜
一
マ
発
売
日
高
1
尽か

一
つ
ず
来
る
扇
動
車
の
停
発
進
・
一
旅
館
な
ど
は
き
語
、
午
前
書
か
霊
童
話

Z
営
業
時
濁
白
書
一
門
国
基
盤
解
襲
の
選
任
〕
一
白
で
、
注
意
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
一
マ
霊
場
所
還
語
圏
喜

一
;
、
周
辺
白
方
々
の
一
急
要
時
ま
で
は
重
し
高
官
一
は
)
倍
長
需
し

R
E
L・
ニ
量
産
量
務
担
当
事
)
一
自
転
車
に
住
所
一
語
持
金
額
一
一

一

時

純

一

一

日

れ

れ

れ

日

九

一

な

れ

了

間

辺

白

状

緊

主

て

な

れ

品

環

境

保

全

書

簡

時

〈

電

一

純

正

予

算

一

氏

名

の

記

入

を

一

な

語

、

間

百

九

胃

日

一
議
所
に
あ
る
故
金
厨
に
つ
い
て
は
、
一
騒
音
公
害
発
佳
子
る
恐
れ
が
な
い
崩
…
話
n
i
一
二
一
円
融
一
一
一
き
)
へ
お
一
〓
主
し
台
補
正
予
察
は
、
章
一
あ
な
た
の
自
転
車
に
は
、
住
所
・
民
一
門
記
斜
計
円

1
i

一

る

e

一

3、
年
さ
1
5
0

一

士

号

一

番

と

な

る

人

件

皆

、

議

す

る

壁

一

名

が

記

入

さ

れ

て

〓

だ

2
2
3
0

一

号

一

l
i
l
i
-
-
ド
j

i

l

-

-

m

i

一
;
支
出
金
の
確
定
じ
雪
量
一
毛
口
〓
村
口
一
一
、
一
マ
銘
柄
マ
イ
ル
ド
セ
プ
ン

こ
れ
ま
で
号
カ
ラ
オ
ケ
騒
音

H
F由
、
そ
の
よ
豆
議
開
の
使
用
車
磁
一

i
j
i
l
i
-
-

一

霊

な

ど

で

あ

亮

一

E

一
産
自
転
車
事
唱
に
駐
車
一
十
V
発
売
日

4
月
占
か
ら

ど

由

規

制

は

、

音

壁

よ

る

も

自

重

す

る

乙

定

な

つ

だ

一

陣

3
3
2
、
〉

3程
一

言

、

昭

和

五

土

産

一

塁

一

室

い

は

放

置

し

て

あ

る

自

転

車

は

、

一

五

喜

市

内

の

タ

バ

コ

小

喜

三
言
語
の
っ
と
~
騒
音
一
適
用
書
奪
還
、
揮
一

Z
一

僻

舞

陣

地

A
J立
時

増

一

計

事

は

、

補

正

額

七

曙

宇

宙

二

十

一

住

所

-Bない
も
の
ま
克
受
一
マ
発
時
金
額
百
八
十
円

空
襲
し
な
ま
ば
言
、
取
品
一
一
一
輔
佐
糧
費
地
域
、
農
地
ご
一

t
S
4
3
j
/

，

{

i

y

j

r

一

方

向

喜

わ

ぜ

る

と

二

千

平

一

一

け

ら

れ

る

一

語

草

倍

率

事

会

〕

ま

月

は

な

か

容

量

で

あ

っ

均

一

騨

裏

襲

、

お

よ

び

貝

毒

以

外

一

一

軍

E
F守
弓
E
Z
つ
も
一
ぐ
一
市
議
、
慎
重
周
辺
自
長
期
放
置
一

3
2早
露

軍

事

警

高

改

正

義

実

舎

防

止

条

一

車

場

で

あ

る

。

一

一

一

一

鰭

二

千

万

丹

て

駿

鍔

を

一

51諒一
V
片
品
一
自
転
手
一
望
し
て
い
季
、
そ
の
半
一
マ
発
売
崩
所
長
野
セ
ン
タ
ー

警

は

、

騒

音

世

襲

す

る

を

な

〈

一

己

申

還

に

君

、

審

襲

に

勝

一

一

少

年

襲

警

開

設

;
!
E
:
一
致
以
上
に
記
名
が
な
〈
、
所
有
事
長
一

v義
金
額
一
一
夜
一
種
一
一
吉
一
ユ
ナ
門

前

町

長

許

可

日

九

月

(

ト

問

刊

誌

一

関

心

主

錯

誤

一

M
M誤
認

一

時

五

時

な

っ

た

一

岩

下

詩

閥

均

一

法

H
t
u
m村
山

時

十

吉

去

り

に

一

休

養

の

郷

に

…

脇

陣

、

ジ

ュ

1
ク
ポ
ッ
ク
一
の
結
震
謀
長
り
可
世
草
花
。
主
一
章
、
霊
七
十
一
一
万
李
問
、
量
一
理
ほ
の
量
急
増
で
、
す
で
に
一
度
支
払
霊
長
君
。
一
さ
れ
た
自
転
車
重
暗
号
王
、
名
前
一
縁
の
あ
る
方
へ

議

槽

審

議

盟

会

、

暴

言

な

ど

由

音

響

槽

器

一

な

容

は

次

回

参

。

一

五

五

号

、

収

入

章

一

万

一

県

お

よ

び

霊

童

給

公

社

主

ま

た

、

J
言
、
事
業
主
い
た
め
遥
輯
で
き
な
い
も
白
も
あ
一
市
豊
富
喜
い
し
;

盤
童
話
営
誇
L
お
け
る
癒
替
の
中
心
一
者
、
午
後
十
時
か
ら
鐙
目
白
午
前
六
時
一
【
特
別
職
の
賠
与
「
隠
す
る
晶
剖
の
一
一
一
一
手
丹
、
議
長
四
一
万
六
一
。
一
一

J
j
l
i
t
i
-
-
2
-
t
f
一

昌

一

一

一

一

一

、

仮

転

第

四

旭

一

会

計

な

ど

八

会

計

で

、

一

J

一

は
、
カ
ラ
オ
ケ
装
置
な
P}
の
費
量
一
ま
で
使
用
し
て
は
ま
な

η

一

部

喜

一

重

一

一

一

士

会

一

む

議

員

日

い

日

一

時

間

M
U
M
F縛
す
る
も
目
。
間
一
九
十
一
事
一
遣
し
吋
日
目
前
一
石
駅
周
辺
に
援
が
号
い
る
無
名
目
白
一
見
賢
官
粧
品
刊
し

か
暴
往
す
る
音
で
あ
る
.
ζ

の
た
一
た
宮
、
十
分
な
妨
基
盤
を
し
て
一
特
別
襲
撃
霊
会
答
申
に
義
一
万
車
内
と
な
っ
ち
ま
F

一

一

一

転

車

語

、

今

月

初

め

、

託

費

一

Tyr-

一

‘

一

一

五

章

一

額

一

六

、

五

四

八

ニ

一

童

書

の

う

一

定

予

算

と

合

わ

せ

る

と

、

一

一

言

一

平

一

一

1
1
i
fヒ
;
に
当
喜
一
さ
れ

ち
、
有
慣
丹
九
!
八
五
大
平
方
討
を
一
…
一
一
億
七
手
一
一
笛
八
万
一
子
円
と
な
っ
た
1

一
;

1

9
司

1
1
7
之

7
6
E
a
z
一
己
れ
は
、
市
民
自
揮
ニ
由
故
郷
よ
し

一
に
、
住
所
・
氏
名
を
詑
入
し
よ
う
。
防
ア
ミ
ミ
一
員
1
3
3
3
d
1
t
t
E〉
E

一
犯
登
揖
も
志
れ
』
ー
に
。
一
1
3
い一リソ
z
J
!
!
3
4
4
c
e
s
s

自

転

霊

場

が

完

域

一

動

静

野

一

認

許

可

一
ヘ
齢
制
必
司
直
海
翠
設
二
市
で
は
、
妻
、
両
市
町
と
由
ふ
れ

紅

谷

町

駐

車

ピ

ル

地

下

に

一

/

単

組

信

欝

韓

協

簿

一

あ

い

裏

め

、

住

民

間

書

交

流

轟

一

l
i
l
l
-

一
め
る
た
め
、
天
揖
湯
ザ
島
前
と
花
巻
市

四
月
二
日
主
紅
許
駐
車
場
が
オ
一
皆
川
時
塁
。
一
記
念
は
が
き
と
一
に
か
か
わ
り
一
の
あ
る
方
を
探
し
て
い

1
プ
ン
す
る
己
と
に
な
:
た
。
一
門
V
E下
自
転
車
駐
車
場
午
前
6
時

狗

一

一

た
だ
し
、
昔
は
午
十
二
時
か
ら
む
一
わ
ら
午
笹
口
時
ま
だ
(
窓
)
一
タ
バ
コ
の
発
売
五
十
れ
れ
け
が
は
町
内

U
J
U

簡
掛
と
な
高
の
で
な
一
注
窓
を
。
ま
た
、
一
な
お
、
ζ

の
駐
車
一
端
的
問
開
設
に
伴
い
一
平
塚
駅
入
場
券
も
一
か
、
軍
族
白
方
い
が
ど
ち
吾
か
の
市
原
u

z
一
日
以
揖
は
、
次
由
時
間
内
に
む
一
利
精
一
紅
器
時
M
1
6
市
川
衣
裳
活
謹
の
佼
設
一
四
月
一
日
に
、
市
制
五
十
潤
年
者
通
↑
出
身
で
あ
る
方
に
つ
い
て
己
存
却
の
万

い
た
汚
き
た
い
。
一
寝
転
車
駐
車
場
は
、
四
月
二
日
ゼ
一
閉
鎖
一
え
る
に
あ
た
り
、
記
念
物
誌
を
発
売
す
一
は
地
域
づ
〈
り
課
へ
お
知
ら
せ
を
。

マ
自
動
車
駐
車
場
午
前
百
時
か
ら
午
一
ず
る
乙
と
に
な
っ
た
。
ま
た
、
閣
辺
道
一
る
乙
と
に
な
っ
た
。
一
・
電
話
お
一
一
一
一
内
鶴
一
一
関
怨

OI:
散
む
ほ
ど
に
、
伴
費
音
築
を
パ
ッ
ク
に
歌
う
の
は
、
大
変
気
持
よ
く
轟
し
い
も
の
で
晶
る
。
し
か

0

0
し
、
深
夜
の
一
時
、
一
一
時
ま
で
、
人
の
迷
惑
を
ヲ
季
、
大
き
な
害
届
す
む
は
や
め
て
い
た
空
白
片
手

0

0
:い
。
中
に
は
、
后
の
A
が
止
め
る
の
も
協
か
ず
、
「
オ
レ
は
客
だ
」
と
い
っ
て
い
つ
ま
で
も
マ
イ
ク

f
o

O
線
事
な
い
人
も
い
る
と
い
う
.
ζ
由
騒
簿
L
よ
る
苦
情
の
増
加
は
、
品
積
約
な
も
の
で
あ
の
d

、
神
奈
川

0

0
県
で
は
条
酬
を
政
底
し
、
四
月
一
日
が
色
敢
白
絡
ま
白
砂
強
化
す
る
ζ

と
に
な
っ
た
。
み
な
夫
瓦
吾
、
，

o

o
z百
の
加
申
警
な
ら
ぬ
よ
う
十
分
、
お
け
て
い
た
だ
き
た
い
。藤山一童話先生が吹き込み

市
制
五
+
由
周
年
を
お
祝
い
し
て
、

市
歌
の
レ
コ
ー
ド
化
が
決
ま
D
一一月一

二
十
八
日
吹
雪
込
申
が
行
わ
れ
た
。

吹
き
込
舟
は
、
日
本
コ
ロ
ム
ピ
ア

由
ス
タ
ジ
オ
言
行
わ
れ
、
謀
説
円
台
唱

間
凶
の
コ
ー
ラ
ス
を
バ
ッ
ク
に
、
藤
山

一
郎
先
住
が
市
歌
に
ふ
さ
わ
し
く
、

明
る
〈
大
ら
必
札
教
わ
れ
た
。

と
の
市
駅
は
、
一
一
ナ
腐
卑
記
念
に

制
定
さ
れ
た
も
由
で
、
歌
詞
は
由
民

か
ら
募
聾
し
、
作
曲
は
閉
伊
玖
暦
先

生
が
行
っ
て
い
る
。
今
ま
で
レ
コ
ー

ド
化
さ
れ
て
お
字
二
国
民
の
み
な

苧
ん
へ
む
替
笈
が
事
れ
て
い
な
か
っ

た
た
め
、
五
高
筆
記
念
レ
で
レ

コ
I
M
F伴
レ
、
学
校
や
公
民
館
な
ど

の
公
共
…
施
設
や
文
化
す
l
ク
ル
、
希

望
者
に
記
布
し
て
普
及
壱
図
る
。
レ

コ
ー
ド
白
喪
屈
は
、
藤
山
一
郎
先
生

の
致
、
塞
留
は
伴
曹
と
な
っ
て
い

る
.レ
コ
ー
ド
の
納
百
聞
は
、
一
一
斉
来
日

と
な
る
が
、
配
宣
万
仲
間
な
長

τぃ

ιと
は
決
ま
わ
「
ぷ
~
い
お
知
白
金
ず

る
a

市

民

相

談

室

忽

一

一

一

一

内

線

二

九

三

。
人
権
法
樟
相
談

3月
日
日
(
火
〉
、

4
月

6
a
g

O
行
肺
諮
問
構
相
談
{
お
持
f
限
時

。
一
輯
法
樟
椙
駿

4
R
2日
(
金
)
、

4
月
訪
日
ハ
火
〉

予
約
鰯
〈
電
話
で
も
可
〉
、
お
時
i
印即時

。
宅
地
建
物
棺
談
員
お
臼
〈

6
n時
1
お
時

予
約
儲
〈
鑓
憾
で
も
可
)

。
設
記
、
世
録
、
測
整
相
談

4
月
9
B
〈
金
〉
‘
ぉ
時
5
日四録

。
住
宅
担
談

3
月
羽
目
(
火
)
刊
日
時
1
m時

。
下
請
取
引
説
田
島
っ
せ
九
栂
桜

3
月
初
日
(
木
〉
日
時
初
分

5
m勝

。
定
開
年
金
制
担
談

4
月
8
日
ハ
木
)
泌
時
5
お
時

。
一
般
市
民
指
践
程
遠
月
水
木
金
調
円
、

3
時
I
苅
時

〈
〉
消
費
仕
活
相
談
毎
週
金
曜
日
、
ぬ
時
i
時
時

。
韓
醐
明
帯
軍
特
許
栂
絞

4
向付
5
自
〈
月
〉
叩
即
時
1
お融問

お気軽にご利用を
韓
関
少
年
課
お

i
一
一
一
一
内
線
五
六

0

0
車
問
少
茸
相
駁
毎
日
ハ
9
時
i
初
時
部
分
〉

た
が
レ
、
土
曜
日
は
ね
時
ま
で

福

祉

会

館

お

i
ニ
三
三
三

。
心
開
盟
主
椙
談
毎
週
月
間
闇
百
袋
五
五
官
態
、
)
問
時
5
時
時

。
母
子
相
談
毎
週
月
5
金
纏
百
9
時
1
一路時的却分

。
家
際
児
議
格
餓
毎
週
間
?
ム
胃
顔
付
口
9
時
i
m時

。
高
齢
者
輯
輯
拍
制
緩
毎
日
9
時
加
分
1
日即時

土
闇
H

口
は
ロ
時
ま
で

泉
市
会
跨
相
談

3
月
初
日
露
〉

円叫時
5
m時

平
塚
駅
北
口
交
番
問
ハ
ス
の
中
で
掲
談
者
受
け
る
。



マ
エ
依
た
ち
を
み
て
い
て
い
つ
も
雀
喜
ら
れ
る
自
主
事
故
。
昨
年
一
年
間
ま
る
と
、
間
内
語
学
年
~
子
供
白
事
故
は
吉
一
一
一
十
九
ム

マ
件
、
一
一
A
が
死
亡
、
宙
開
間
十
一
一
人
が
負
構
じ
て
い
る
。
と
れ
か
ら
入
学
(
鶴
)
式
歩
進
一
え
る
に
高
た
P
、
一
度
ぺ
お
母
肯
ん
方
も
、
子
供
た
ち
と
ム

マ
一
種
翠
癒
率
い
て
、
霊
安
全
指
揮
霊
童
し
て
い
た
喜
た
い
。

勤労者映扇のタベ

<>とき 3 Jl238 (火〉
午後6時30分~

8時3日分

。ところ 勤労会銭

。験衛冬の望書

-出演高意鍵、北大路欣也

・対車勤労者・…伶置市民

-入場無斡

勤労金輯 32-3355

い!tがき設鐙奨励補助金のご案内
いけがき吾作る前{こ串繍審査鑓出する

⑮殻鐙基準

①個人目住宅用地に新たに設鐙ずるいけがきであるζ

と.
③設星章ずるいけがきは、公選に菌し、総延長5m以上
であるζと。
③樹木田高さは90冊以上であるζと。
己主植栽本数は、延長1知につき原則として3本以上で

ある。

⑤樹木の輔類は、市授が推奨するもので、樹木が健全

であるとと。

⑤植樹帯は30個以上であるとと。
減詳しいζとは公邸緑地課へ

50淘年記念事業締め切U返る/
問題

昭和57年 41'l1日〈午前朝時〉濁在的平場市町

住畏基本骨綬人口仁総散〉は時人でしょうか。

移噌昭和57年 1月末日現在人口 218，742人
嘩応轟主?法官製はがきに予懇人口を一つだけ記入の

うえ、住所、民名、生年月臼および簿話番号を明記

して、郵送で匠講ずる。ただし、 1人 1枚に限る‘
骨応事貰梅平器市の住民基本台帳に護載されている

方。

申諦めw坦 ;!1'l20EIまでくさ当日簡印脊効〉
母島て先平254平壇市浅間前9著書1号

平車市街努市民銀管理時



で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

信
年
務
詳
で
あ
る
「
苗
木
m

布
」
も
あ
わ
せ
て
行
う
ζ

とド

む
で
、
ふ
る
っ
て
申
し
込
み
い

たい。
マ
苗
木
の
配
布
白

@
一
回
目

4
同月

m
g午
前

9
時
か
ら

ニ
一
同
一
首

5
月
1
臼
午
前

9
時
か
p

ヤ
配
布
場
所
八
幡
山
会
競

一
一
月
二
土
ハ
白
か
ら
一
一
一
言
問
、
長
野

県
戸
隠
村
営
ス
キ
i
援
で
第
一
一
一
十
三
一
四

県
総
悼
ス
キ
1
競
技
会
が
開
か
れ
た
。

と
の
事
官
、
露
出
喜
男
子
壮

年
四
部
で
和
多
茂
吉
ん
(
日
慈
単
悼
〉

が
見
事
優
勝
レ
た
。
本
市
白
凪
摘
は
次

の
ル
詩
句
日
。

A
敬
称
絡
V

門
組
合
成
績
〕
第
五
位

門
悟
入
成
績
日

マ
庖
転
競
綬
・
雪
寸
成
年
第
一
-
一
一
位

五
十
闘
盟
軍
経
ハ
品
川
鉄
工
〉

マ
大
回
転
競
技
・
女
子
輔
一
一
一
位

成
岡
山
綾
子
〈
平
塩
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
)

・
男
子
壮
年
虫
第
一
一
夜
間
久
井
民

雄
〈
大
正
返
上
市
山
災
)

マ
距
離
競
技
・
男
子
壮
年
A
優
勝

和
愛
茂
(
日
産
車
部
〉
、
第
一
一
位

勝
文
敬
夫
(
臼
産
車
保
)
・
継
走

欝
凶
位
〈
和
吾
、
勝
文
、
山
下
)

??21?君!諸事
詩iiii見iii
吾、警は、 惑、に

工主4量 嘉麗苦

薬剤散布図程
E富士見地車l]
4月 2日 掛グ氏自治晶、富士見平町内金
~ 38 上平塩町内会
d- 5日 西仲町町内会
ク 6B 二葉会
ク 7臼 榔防沼了内会
ク呂沼 田区町内会、二十四軒町自治会

タ 10日三区町内金
~ 128 五区町内金
ク 13B 中III町内会
夕刊日豊原町内会

タ羽田 富富士見町内金

ク 16 日 ~17B 鈍重右前町内会

E損轄地区1の一部
4 月初日 ~21 臼 立野町町内会

ク 22日 見前町田了間企
~ 23臼錦町町内金

v 24臼 i畠分みどり晶、住宅公邸、東京
ガス平揮アパート自治会

東中原公民館

横内公Eヨ宮
袖&-棋会館

<'ll十瀬11沿閤
花木公民館

大野公民館

金田公民館

いつどζで交通事故に合うかわからない今Bで晶E
ひとたび事故にあうと本人のみならず、家族の方々に

綬滅的な打撃を与えます。そこで、 ζ由ようなと吉に

市民のみなさんで助け合うための制度です。

。加入守ぎる方ャ平車市に住み、住民鷲録にある方。

0加入の申し込み市交通安全課および市内の金融機
演に申込用紙があるから、必要な事演を記入し掛金

者添えて申し込むと加入者疫をお渡しする。予約受

付は、 4Pll BfJ'ら4月初日まで。
。共清の掛金I;j:..大人拙3肉、身障者、輔薄者、者人
は300丹、 IJ、人2田F弓くただし、中学生まで)0 
0対識となる事故 自動車、自転車、荷車、犠車など

く〉見舞金は“死亡 1冊万円、 3fJ羽以上6万円、 1か
月以上25.0∞円、 1;盟日間以上1方向
。問い合わせ交世霊安全課電話23-1111内輯254

よ
cr輯緩や聖書韓材料などは出をき古い
宅地内や居内に整理して重量いていただき

遂事告は工Eし〈使ってください。

cll商品中包装がら吾泌さない
会伝道にはみ出していると、辞行者の湾行

に支障をきたす自で気をつげて下さい。

異化白留からも問題があDます。
③建策工事などでz当用するとさき
事前に響轄と市苦哲努に手腕章をとD、許
可を樟てから行って下さい。

④壁木串いけがきのXIH?込みを

庭木ゃいげが書がのびて交通の見通しを

悪〈しているところがあります。大きな

事故の原混となるので、メJj)込みを励行
して下さい。

鐙当逮叡管寝牒



笑
顔
由
語
ら
い
、
軍
ゑ
の
警
L

失
言
語
J

、
地
域
ぐ
る

あ
仏
さ
つ
が
畠
る
シ
吾
、
私
た
ち
み
申
「
ま
つ
b
」
よ
し
干
発
展
し

は
、
人
照
的
立
事
か
吉
と
よ
忍
と
て
雷
て
い
ま
す
。

ぴ
砂
晶
融
じ
る
も
白
で
す
.
か
つ
て
、
「
祭
り
」
が
地
域
仁

ζ

由
一
一
一
月
、
一
ニ
一
月
、
各
柏
崎
震
で
簡
調
介
努
力
を
与
え
た
よ
v

つに、

行
わ
れ
た
「
公
開
警
ろ
b
」
に
「
公
民
管

5
2も
、
地
域
の

は
、
モ
ん
な
察
援
と
ほ
同
唱
え
み
が
協
調
介
活
力
の
諌
果
よ
し
て
、
期

亭
串
れ
て
い
ま

k~。
持

在

五

ま

7.

各
地
宮
田
公
園
田
銀
は
句
地
域
に
そ
れ
ぞ
れ
の
A
M

場
に
は
、
墾
向

お
け
る
文
化
活
動
由
中
心
拠
点
と
事

Z議
し

い

ま

撃

し
て
む
詞
潟
い
た
だ
い
て
い
ま
す
ろ
い
。
辛
口
つ
昔
、
守
宮
島
、
ボ

が
、
そ
の
活
動
由
嚢
菟
授
の
揚
ジ
ハ
ゼ
、
わ
た
が
レ
な
ど
H
お
い

〉む

τ「
八
由
港
智
弘
つ
り
」
が
挺
し
い
も
の
H

か
ら
、
銀
康
相
器
、

障

古

書

レ

ち

ミ

ニ

マ

ラ

ツ

ン

ま

で

さ

ま

ざ

ま

と
伯
「
八
ム
民
緩
ま
4JD」
、
寺
地
域
に
友
好
白
輔
が
広
が
る

で
は
、
サ
ー
ク
ル
や
窃
蔀
の
品
鄭
「
公
民
館
ま
つ
り
」
で
し
た
。

金額約用の成集吾発費、これこそ地域文化摂
人生者揮しむのはこれから。若さは F年』では島田ません

差益出

iij 

竜
語
担
金
の
口
腔
緩
替
屈
耐
を
、
事
前つ

だれでも自由に参加できます。

桜の名所湖南平へこ。家族おそろ

いでご参加ください。

く〉と き 4月11釘(認〉照夫中止

<>ところ湖南平

。畢告時筒 輯王聖者は午前9時までに

見附台悼育館前に集合

見附合体宵館ゐ高来神社。白

八倍山e 湖南平〈解散11時

むろ〉

，問い合わせ悼胃諜燈諮31ーぬ60

0::'-:>: 

骨
ぱ

設でも自由に烈j貯古書る，種包は軟式テニ

ス、パレー、パ RミYトy、直車、パスケッ
ト。パドミントY、卓球のラケット、主ノ布ト

ル、ポーノレは各自持事とする骨

ヰ月12日 CJD 午後1時~喜碍
グ 26臼(月) 1/ 

5月?思臼(月〉 グ

挺軟式テニス13時"'，16時まで。
パレー16時-2C支持まで。
なお、嘩動〈ワ〈上ば章〉と運動のでき

る線装で事加rずるζと，
鐙主語体宵輯鐙緩31一説蕗阜
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ti;iii!?軍事量遺言i

小
鉢
君
が
最
一
秀
鷺

様
化
標
語
の
入
選
者
決
ま
る

1をもの知りなんでも中閣議度

一中居歴史散さか

今、私たち自主主活のーζ まーとまには、中

主盟と潔いきずながある。主ノノレクロ」ド在中ら

に、脚光を浴びている中留の臆史をたどり、

日本との結ぴっき、生活との結びつ曹を考え

る。

・期8 4月218C火)18時30分-20時30分
・対象青年、一般 20人

会柔道・剣道教護募集

柔道、剣道由基礎からげい古のできるまで

・期間 4月から58年 3FJまでG置2-3臨〉
・時間 16時-17時
・封書長柔道、剣道とも小学校3牢以上中学
生まで各30人
ー金費月額1.田∞円-2，∞0何回予定
なお、防具、書呂茸器等は自己負担

会催し物の申し込みは、電話カ報館者。

合体重宮回 毎週月曜日、 3月21日
会冊少年金輯

干お4語急潤脅T12-41

242 

ぎ
る
と
、
原
溺
由
正
〈
分
ら
な
い

頭
痛
、
め
ま
い
、
ノ
イ
ロ
1
ぜ、

質
量
事
の
霊
草
Z
つ

に
な
れ
d

、
一
種
の
湧
代
病
と
も
い

える』と
れ
を
最
げ
る
に
は
、
身
体
的

ス
ト
レ
ス
に
対
し
テ
ほ
、
出
来
る

だ
け
身
徐
を
自
訴
な
形
に
持
っ
て

い
〈
。
無
理
な
盗
曹
や
向
巴
動
作

は
、
長
時
間
続
け
な
い
よ
吉
に
時

々
休
む
と
よ
い
。
ま
た
、
緊
張
、

不
満
、
失
敗
、
対
人
関
係
、
家
族

内
の
人
間
騎
係
等
、
心
理
務
ス
ト

レ
ス
に
な
る
原
取
は
、
長
記
吋
問
自

問
問
題
と
し
て
璃
克
子
、
珂
ら
か
の

形
で
一
車
三
串
蔽
さ
せ
、
ま
た
十
分

な
鰐
努
厳
争
P

を
つ
に
す
る
シ
正

い
。
ス
ポ
l
y、
趣
味
、
輯
議
等

は
、
心
身
共
一
「
過
度
の
異
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4月以後にまま録替えを
E司寵豊富利用券由登録をされている方は、 4
月以後、利用券主持参して57年度的利用確認
を受けていただきたい。 54年度に登録された
方は、有効期鶴が切れるので、議録替えをお

忠れなし

会開輯時間

・貸出雲室、審理室、学習蜜 9時 -16時50分
・ζども主主火~土曜日 13時-16時50分

日曜臼 9時 -16時告白分
宅金体棺臼 告訴皐月曜日、 3月21目、 3!'l31尽
4月 1日(市御j記念沼〉
なお、体鐙自由z一回でわかる f密樺館カレ

希
毅
一
者
品
市
史

編
さ
ん
謀
へ

江戸時代の、農村に数多〈蟻されている詑

録音読みながら、平塚田歴史を学ぶ。

・日程毎月第1・第3土曜日
・時間 14時-16時
・募集人員高校生以上30人
・申込期限 4月初日

*デ γサン教室会員募集
鉛筆による静物のデッサン、おとうデッサ

Yを行う。

-日程信月第2木・金醜日
・時間 10時-16時
・葬襲入国一般40人
申込田綬 4月初日

会石仏を調べる会会員募集

市内こある石fム謂震を行う。
・日程縫F寺第2、第4土輔自

・時間 14時-16時
“募集〈員中学生島上20入
園申込期燦 4月20日

HIHHlIl!l小説文学t!HIHI!lU

破船 吉村昭

源議経 長部日出雄

北京幻想曲198X年 氷室鴻訳

珊務自枕上巻風雲少林寺 障持居

間灘の位下巻幻事秘宝伝 陣揖箆

阿棲緯のむと〈 向問邦子

おとなになる旅 樺地久枝

アプラハムの帯舎 大原盤技
展下がりの誘感 勝呂梓

めんどlJi置いな吉い 牧羊子

111111111111家庭生活I!J)lBlIlI1

お星電ぴの作法とし告たb篠田弥寿子
行ってみたい秘湯1日0選 翼坂哲男
夜尿症をなおす 帆足英一

ポケ 11 0番 早川トうt
宮古諺ジョイブックス8 臨路催三

新草野新雑学事典 毎日新商社編

四十揖からの家族関係学 藤竹瞳

化粧品後害11 9番 秒山i須掛子

HI1lI!II社盛和学その他l州問

銀想問路 三対箆子

百本由条牛②マホ- NHK取討議
プメ.!J;カ パY トラベルガイド
オーデイオマニア11'頼りにする本

桝谷英哉



争受付待問
午後1時30分から3時まで。ただし次の
禅問会場は午後2時から3時までe

民金自公民館 高揖島公民館

民豊田公民館 誠中央農協土沢支所

誠関崎公民館

や予紡接種iこ必喜喜なもの
①母子健康手蝿〈転入した人は!日住所で使

用していた母子手曜をお持ち〈ださいコ

⑨問診察〈ζの禁は必ず家で記入して部湿

を測定して吉てください〉

命受げられない人
@予防接種空受けて1週間たっていない人。

③はしか、 BCG、種君主、小児マヒ生ヲクチ
ンは、 1か月の筒腐をおいて〈ださい。
③その他、有熱患者、げいれん性部員など皇室

邸に止められている人。

小学事じ入学前6か月のジフテ』アは、現在
中止語れていますe

痘そう〈種痘〉は、混在中止されています

予紡機種に興ずるお問い合わせは午前中{こ。

曾市健康諜 電話 (23)1111内融お9
・揮鍵セジター 禽童話 (34)0311 

た予防接種 i後寝間隔 i今宿受ける予防按種i策機関隔 i今後受ける子妨接種

覇軍第一期 3回受ける
会対象 2歳く24か月〉から4滋〈掛
か月〉までの幼児喝なお、接種間隔

は 2臣J3留とも 3週間からB週間。
豊富第2期 1慰受ける
・対象第1期の3回目i!'終わって
から1年以上1可 6か月以内の期間

に受ける。なお、第1期を早めに受
けて、第2期もなるべく 4緩までに

終了するようにしていただきたい。

[3月3
24臼 中原公民館、金自公民館
出陣Ili公民館

25日 神田公民館、米金照公民館
出掛島公民館

26臼器提センタ h
[4月1
21臼 福祉会館、健時金館
想公民館

22日 大野公民館、構内田地集会場

同窓自公民館

23日保健セン丘一
開中央農協土沢支所

[5月1
19日 高畠社会館、健課金書官
路公民館

208 大野公民館、横内印鑑集会場
国量豊田公民館

21日保健センター
間中央農協土沢支所

[6月]

238 撞祉会館、健保全館
油公民館

24臼 大野公民館、横内部地集会場
出豊田公民館

258 保健セYター
京中央農協土沢支所

[7 !'JJ 
28罰 金百公民館、中原公民館
民岡崎公民鐙

29臼 神田公E笠宮、民金田公民館
民域島公民館

30日時援センタ}
9月}
1臼 金呂公民館、中原公民館

)*(岡蝿公民館

2白 神田公民館、出金田公廷館
民揖畠公民館

3臼保健セYタ-
29日 金自公民館、中原公民館

ポリオ
B C G 
"し治、
〈燃しん)

綴対重投稿31J唱を綴過して4歳に
達するまで白乳幼1芭で、 BCG接種
を 1回も受けていない人。

麹ツベ)Cク~ン撞穣

3月178 保健センタ一、旭公E号館
9月 7臼 中原公民館

民金田公民館

出棋島公民館

9Jl8白 金自公民館、神田公震遺官
民間崎公民滋

9月22日揮鍵セYタ}

富書判定・ BCG接種
3月19日 楳健センター、旭公臣認富
9月9日中原公s':II宮

間企部公民銀

出掠島公民館

9月10日 金自公民館、神田公民館
疎開崎公民館

9 Jl24 8 探健セY主一
〈自由自地区は58年 2月四予定〉

騒会場時鍵セYター

盛時鶴午佳1時~2時

劉母子健康手帳京間 .51日時と筆記用
具を持事

3月16日 55年 9月2lE1~30日生
4Jl6臼 55年10月 1 臼 ~10日主主

4月13臼 55年10月 11 日 ~20日生

4月初日 55'年10Jl21日~幻自主主
5月4臼 55年11月 1 日 ~10日生

5月11日 55年11月 11 日 ~20日生

5月258 55年 11月218~30日生

6月 1臼 55年 12月 1 日 ~10日生

6月8日 55年12月 11 日 ~208主主

6月15日 55年12月21 日 ~31臼生

7Jl6臼 56年 1 月 1 日 ~10日生

7月13日 56年Jll1 日 ~20臼生

7月初日 56年 1 月2l 8~31日生

8月 3日 56年 2 月 1 日 ~15臼生

8月呂田 56年 2 月168~28日生

9月7臼 56年 3月 1日 ~108主主
9月148 56年 3 Jl ll 日 ~20臼生

9月21日 56年 3 月218~31 日主主

trる〉
前期午前9時3匂う~11時30分
妊娠7か月までの方

後期午陸 1時30分~4時

妊娠8か月以上田方
覇軍母子健康手横とスラックスを持害

覇軍申し込み 震童話かはがきで保健セ

ジタ-(中皇34-17、犠認34ーイ0311)
へ。3o治霊衰の許可を揮てから委参加を。

もりあや

森蛮矢ちゃん
会平議市東八曙2--5-54 ガY
旦Yスタy ドを経営する轟雅惜古
ん仁28綾〉とあき子さん (31歳〉
の長立。混在3か月半で身長は65
師、障重量は6kg. 56年11月19自主主
お巳いちゃんっ子なむで、おふ

ろはいつもおちいちゃんと入るe

ときどき、お父さんに高くよげ

てもらい、ス」パーマンロっとで

遊ぶ白が大好きな亜矢ちゃん、機

嫌がよいと「うん、うんJと歌聖

歌ったfフ、お誌もしてくれる。

富霊会場探濯センター

事車時腿 午控1時-2時
翻母子最重畳苧帳と筆記用具を持参

4月22臼 55年10月生
5 Jl13日 5官手11月主主
6月10臼 55年12月生
7月15日 56年 1月生
8月128 56時 2月主主
9月16日 56年3丹生

趨対語表

ー初回 接種当日十こ踊3識を靖過し
て 6歳』こ達するまでの幼児 (1週間

の間隔で2@]受げる〉
-迫力口昨年初回接種世完了した幼

児 (1@]) 
重聾1閤El(5汚1
26臼 金自公民館、鑓探虫館
出岡崎公箆豊富

278 神悶公民館、民誠島公民館
京金田公民館

28日 中原公民館、福祉会館
16月1
98 大野公民館、横内団地購会場
誠豊田公民館

10日旭公民館
問中央農協土沢支所

22臼保健セン次一

第七第3土曜箆

機会場樺霊童センター

聖書時開 午使1時ぬから4時
霊童母子健康手頓と筆記用具を持審

議日程

4月 5呂、 12臼、 198、268
5月 10日、 17臼、 24目、 318
6月 7臼、 14日、 21目、 28日
7Jl 5臼、 12日、 19臼、 26臼
8月 2目、 9日、 16日、 23日
9月 6日、 13日、 208、27臼
軍盟申し込み 電話カ斗まがきで揮鑓セ

ジター〈中塁34-17、電話3HJ311)
ρ、。

128 大野公民館、横内団地集会場
京豊田公ll:¥館

13尽 金自公民館、中原公民館
民間崎公民館

羽田 神田公民館、高金沼公罫議官

民揖島公民館

18日 器産童センター
〈次剖は57年10月の予定〉

覇軍対韓 接種さ当日に満12か月を経過
して72古潟荊簡の幼児。生韓18か月
から361J明白聞に受けるのが一番よ
い。

綴接調方法弱業医，病践で年間

(7・8月を臨<)主主通己て接撞で
きるロ接種目は医師とむ相談を。原

烈として主治医で受ける。

綴掛金無軒

豊富持番ずるも由 母子鍵長託手帳、保

険証

盟2邸El[6 Jll 
2日 金自公民館、鑓保会貧富
民岡崎公民館

3日 神田公民館、出器島公民館
民金回公民館

4臼 中原公E可愛富、撞社会舘
16日 大野公民態、横内団地重奏会場
H豊田公民館

17日 旭公民察官
出中央農協土沢支所

29日保健センター
(次回は来埠5・6月なろり予定〉

続 1輯まで由赤ちゃんならどなた
でも受けられるe 時事部主午前9時30
分から10時30分、母子健康司日曜を持
参参する

。奇数月

金湯

吉沢公民館

市役所B会議室
金居公民館

大野公民銀

神自公民館

。偶数月

会場 4月 6月 8月
土居公民館 6日 1日 3日
横内団地集会場 8日 108 128 
豊Bl公民館 15日 17日 19宿
泊公民館 27臼 22日 24日
時健センター 毎月第1-47)(瞳

月

日

目

白

白

日

7

!

l‘
今

'
h
q
A
U
F
O
q
L

t
;
1
1
1
2
 

月

日

臼

日

日

日

5
6
m
u
m
幻

月

一

一

臼

B

3
一

一

認

お

盤会場保健セン虫一

豊富時間午控1時-2時
駿母子鍵躍手帳本冊，盟11冊、筆記用

具を持番 (3か月J.i'目立本僚のみ〉

[3β、月l思1
4月7臼 56年12月 1日-10日生
4 Jl21日 56部12月11日-20日生
4月28日 56年12月21日-31日生
日揖兇3
4月 18 54年 2Jll日-10日生
4月 88 54年 2月11日-20日生
4月15日 54.年 2Jl21日-28包生

護軍対草炭 接種当日に満3か月を経過

して18か月未満の乳幼児。(潟18か
月に達しないうちに 2屈の級F轄をす
まぜる〉健康上の溜由で受けられな

1Jミった人は、帯毒4歳に達しないうち

なら受けられるe

[5月3
68 握手止品館、健偉品館
7日旭公民館

》夜中央農協土沢支所

臨揖S詰罰 康問、ハム金品

割引 平常街頭小売illi格の

1∞!liこっき20円安。
〈ただし、…脅酔寺領占五世除<)

時い由わせは市役所地域づ〈岳諜へ。

(i寵務23-1111肉離お4)

く〉とき ヰ丹28沼(氷〕午後6時間演

く〉ところ 市渓センターホー}~

C出場規格市内に在住、夜勤の盟勝者
く華麗の主掃も含む〉

。申し込み 出湯者は、地区労プロッ夕、問題プ

ロッ夕、営公庁、商速、その鶴田ブロックに分

け、予選通過者と当日会場での飛び入 Dとナ
る.

@本大企にむけての予選舎の申し込みは

-地震労プロック 電話31-5429
ー地区間媛プロック電話21-7140
-その他のブロック鑓諮22-2510商工品議所

4少 鎗話32-3355勤労虫館
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揮
相
談
を
開
い
て
い
る
。

今
月
は
二
十
一
日
に
弱
く
自
で
、

希
望
さ
れ
る
方
は
前
日
反
午
ま
で
に

申
L
込
み
を
。

国
松
原
公
民
館
幻
六
一
八
六

門

V
3月
げ
日
〈
水
)
午
後
1
時
1
3

時
整
形
科

マ
3
丹
羽
白
(
木
〉
午
前
日
以
詩
f
ロ

時
補
磁
器
(
エ
イ
ド
〉

マ
3
月
幻
自
(
火
〉
午
棲
1
時
1
3

時
強
彩
ブ
ロ
ッ
ク

マ
4
月
5
8
(月
〉
午
揖
1
時
1
2

時
補
聴
器
〈
D
オ
木
ッ
ト
)

態持軍量員の募集
<>蝿{憧瞳務嘱託員揮鍵臨または宥護婦

の免許を有する方@年齢40歳~日韓ま
での女子.

-勢葬時間午前9時30分~午後4時

・勤務場所仮称東部福技会館

掘し込み 3月19日までに市践の履
歴曹を職員諜人事時へ。

A
敬
称
略
V

V
描
社
叢
Z
E

へ
E
E
横
浜
ゴ
ム
平

塩
製
造
吉
川
航
申
蔀
品
誕
百
潔
課
一
一
一
千

三
百
九
十
九
月
、
平
塚
出
間
業
高
校
住

接
金
一
一
万
附
出
手
五
言
六
+
肉
、
平

器
市
役
所
職
員
有
志
一
一
千
七
吉
田

十
円
、
平
塩
市
制
議
散
食
業
組
合
連

合
金
百
十
六
万
日
出
千
六
土
向
、

平
塩
地
区
E

開
設
笥
金
一
同
大
友
m
円

E
E
関
口
五
平
案
釜
=
一
万
円

マ
恵
ま
れ
な
い
(
兇
)
方
へ
一
市

民
五
千
円
、
草
柳
タ
Y

一
一
千
九

度
五
十
山
内
、
岩
崎
光
雄
一
司
王
向
、

有
我
、
安
部
一
一
月
六
百
八
十
一
円

平
軍
中
央
膏
果
商
業
組
合
東
和
治

二
万
一
千
七
百
九
千
二
問
、
平
塩
め

ぐ
み
幼
雑
菌
六
万
一
一
一
千
一
コ
富
一
一
干

mm
丹
、
つ
も
る
会
落
合
五
平
内

vr過滋
兇
へ
'
東
京
海
上
火
災
一
探

検
平
塩
代
理
居
合
一
岡
田
万
去
千

五
十
円
、
愛
和
塞
果
E
E
五
万
円

江
甫
ヌ
沼
地

E
K鳥
海
諒
一
外
従
業

員
一
同
一
芳
一
一
手
五
宮
内
、
白
産

車
樟
型
治
百
円
設
許
諜
一
同
一
万
七

ヰ
山
内
、
ス
ナ
ッ
ク
来
夢
五
平
丹
、

平
野
陽
治
五
手
向

マ
心
身
擁
護
〈
児
)
者
へ
-
新
日
本

賠
人
の
金
平
塚
支
誠
一
一
刀
丹
、
一

年
野
球
連
盟
ヲ
ピ
ッ
Y
山
田
光
第

一
万
六
千
百
四
十
五
月
、
千
揖
顎

若
松
千
揖
十
万
円
、
内
出
和
彦

一
万
内

・
社
会
福
祉
へ
は
、
次
時
で
。

犬・ねこ巡!liJl反容

4fl3日〈土) 4月10日〈土〉
9 '00 神田公民館 9 '00 松原公民館
9 '25 大野公民館 9 '20 須賀公民館
9 ， 50 豊田公民館 9 '40 花水公民鰹
10' 10 棋島公民館 10'00 富士見公民館
10' 30 金田公民棺 10'30 中原公民館
10' 50 問崎公民館 10'55 旭公民館
11'10 金自公民館 11: 15 i吉沢公民館
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仁混錦童市内〉・大概・ Ij，白原・
真鶴に及ばないが、地弓!網の散で

は他を断熱圧倒している。

タイを鵠晶の髄初に単げている

のは、大磯も小田原も同巴で、沼

罵清田家文書によると、小部書刻む

条丘訪立、いかこも大きなタイ20尾

を邸時中に履けろと謂質の代宮・

船持に命じている。昔はζの辺沢

山とれたらしい。現在は地弓織に

時折りかかる程度という。とれた

魚は、機知をもって鳴らした、い

わゆる須賀のさかな宛Dによって

遠隔地まで売られていた。

M治の中むろまでは、魚護法も

大して進んでいなかった. とれ

を近代化し、漁場も主主げたのはそ

れ以後で、先覚議選議鯨掴嘩のも

と、 E耳治34年には漁部組合〈後に

は発渡して漁業組合・揖撲協同組

合となる〉をつ<J?、 43年からは

伊豆諸島方留にまで舶を出し、大

正 5年にはブ1Jo大謀網を設置し
また須賀療内に港を型いた。

現在とれる魚の主なものはイク

シーヨナパ・アジ・カマス・シラス

で、その量殺浩は定震調・地理i網・

鉛弓1網によっている。
正文費 白井弘))i(おたずね{立市

駕入JIl入口(大正11革〉

須 駕

須賀白混串を須賀滞と喝えた。

己白椅は、須賀村に括る海曜日C留T

(2.18九時〉ばかりをさし、 ζζに

およそ32盟とそう) f海士船15、

地守閥司船17(毎年増輯あり)J 

押送船5綬がある。とれる識は、

主イアジ・ヒラメサパ・イヲ

シ等であると、新編相模嵐土記稿

はしるしている。

海岸酎情と唱えた所は、相模湾

といっても県内に限るが、袖ク存宥

〈稲村ク輯と腰越の閤〉、土毘1甫

C現器開療費Jj'苦揖〉と、 ζの須賀

滞由 31，>>所だけむようである。村

名には福浦仁王見湯符脂稲7内〉や江

/楠 (lJil/J、盟主主市内〉があるが、

モの海障を1帯とはいっていない@

主語翼は r~il!J に通己、平塚全

域にわたるすがすがしい土地・四

在自由景寵 天空聖者代表しているよ

うな地名である。モのよ fi甫Jと
いうと、間となくうららかなむぴ

白びとした感じかする。篤入向口

は、古来タ酷え由名勝である。

須賀湊iJ!平間船や回船¢基地で

あったのに対して、 ζ白存書は揖舶

の墓地であった。そして、 ζζを

基地とした部記的課耕tの費支や種類

を、問時代田他宿村と比べると、

そ
し
て
、

E
箸
は
南
部
で
お
と
な

レ
じ
て
い
F寿
、
学
校
で
い
た

ず
ら
を
し
て
し
ま
い
ま
す
。
も
し

か
し
た
ら
、

K
若
は
い
や
~
ず
ら
の

中
に
自
分
申
存
在
を
一
感

ιて
い
る

白
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お
母
事
ん
に
と
っ
て
瓦
者
は
自

分
自
子
ど
も
な
の
で
か
わ
い
い
自

は
当
然
な
ん
で
す
が
、

E
君
に
す

れ
ば
い
つ
も
怒
ら
れ
て
い
る
白
で

「
お
段
辛
ん
は
僕
の
こ
と
脅
か
わ

い
く
な
い
ん
だ
」
と
思
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
。
子
供
の
時
開
と
い
う

白
は
朱
分
化
な
の
で
、
か
わ
い
く

な
い
と
い
う
と
と
は
認
め
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
に
通
じ
て
し

ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
シ
嵐
い
ま

ナ
。
そ
の
た
め
、
ど
ζ
か
で
戸
分
の

霊
キ
認
め
て
欲
「
し
い
と
い
、
一
長

j

一
一
=
筆
持
が
働
い
て
し
ま
い

、
「
「
そ
れ
が
い
た
ず
ら
に
結

J
I時
び
つ
い
て
レ
ま
っ
た
白

r時
汁
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

ニd
g

ζ

う
い
う
長
に
、

rレ
い
〈
ら
い
た
ず
診
を
し

二
三
一
句
て
は
い
け
ま
せ
ん
と
注

意
を
し
て
も
時
駄
な
由
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
根
本
的
L
は、

E

君
そ
の
も
の
を
認
め
て
あ
げ
る
と

F
炉
必
要
な
ん
だ
と
息
い
ま
す
。

E
君
が
い
た
ず
ら
を
す
る
白
は

お
母
辛
合
』
乍
つ
い
う
と
と
が
わ

か
っ
て
欲
し
い
主
信
号
を
送
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

。巡回日程 3 !l18尽く木)10時~12時 クロコ

製押所・ 13時~15時三和ケミカノレ/3 月26 日

ζ金〉・ 31尽くオ()10時~15時平壕駅北口/4

月 7 日げの 10時~15時パイロット万年筆

~~-ご協力品りがとうございましたへ~-

E株〉フドニ軍75本、殿内工業〈揖コ 110本、日

揮ユニパ}サノレ29:2位、住友E重機工業 44車、県立

主工甫高校 100車、平塩中郡薬剤筋金 132本、岡崎

地区自治会68本、平車駅前額顕 101本

H

も
し
も
な
み
収
蝿
が
な
い
と
し

た
ら
u
私
士
主
は
一
体
と
み
を
ど
5

処
透
し
た
ら
よ
い
由
で
し
ょ
う
か
。

ど

-pu主
吾
む
一
み
が
少
な
く
な
る

だ
右
う
一
か
、
使
T

え
る
も
由
は
な
い
だ

ろ
う
か
、
燃
え
る
も
の
は
、
理
め
ら

れ
争
も
の
は
な
ど
と
、
知
一
思
を
絞
る

こ
と
で
し
ょ
う
。

事
い
平
壇
而
で
は
、
「
置
源
と
み

緊
い
ま
す
」
と
、
と
み
目
減
量
と
費

源
mw回
収
在
日
的
に
、
出
軒
鶴
、
古

雑
誌
、

r
yボ
ー
ル
、
世
〈
ず
恒
明
、

受
吉
ど

y帯
由
貿
い
上
げ
が
芭
れ
、

大
吉
な
成
田
棋
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
そ

れ
で
も
ま
戸
旬
、
沢
山
由
資
源
な
み
が

生
む
み
や
燃
え
な
い
む
み
と
一
緒
に

出
さ
れ
て
し
ま
う
翼
顔
垂
み
る
と
、

競
愈
で
た
ま
り
ま
せ
ん
。

現

在

、

市

内

か

ら

収

集

さ

れ

た

む

地

τホ
の
持
来
聖
公
配
す
る
人
た
ち
'
製
品
、
ビ
ニ
ー
ル
製
品
、
金
属
類
な

み
は
、
処
理
揖
、
焼
却
場
を
経

τ、
は

、

決

し

て

少

な

ぞ

あ

り

ま

せ

ん

。

ど

を

丹

腕

収

集

し

て

、

発

八

世

に

別

処

そ
の
銭
灰
の
す
べ
て
が
土
夜
中
学
校
も
し
、
あ
な
た
白
寵
白
隣
り
に
、
環
を
す
る
な
ど
、
市
民
と
符
政
が
一

に
近
接
す
る
土
憂
予
水
上
6
輔
副
耕
処

ζ

の
埋
め
立
て
地
ち
十
年
白
期
涙
あ
な
た
の
地
区
に
埋
め
認
で
地
が
で
体
と
な
っ
て
夢
品
開
空
絞
り
、
白
熱
に

分
地
に
埋
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
近
掻
を
沼
前
に
授
王
、
次
の
埋
め
立
て
地
吉
た
ら
ど
苔
で
し
ょ
う
。
ほ
か
に
も
古
か
ら
わ
ぬ
よ
う
な
む
み
処
理
が
吉

の
住
民
は
、
慈
異
に
よ
る
不
保
絡
は
が
土
裏
目
最
よ
部
で
あ
る
丞
燦
療
に
つ

τ行
告
揚
が
な
い
か
h
D
我
檀
し
て
れ
る
よ
苦
痛
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

も
ち
ろ
ん
白
ζ
と
、
臭
気
玄
聾
去
っ
予
定
書
れ
て
い
辛
す
。
土
援
は
、
い
い
る
の
で
す
。
賎
さ
れ
た
貴
重
な
揖
主
豊
か
な
自

て
く
る
鳥
に
よ
っ
て
艦
作
物
に
被
害
〈
っ
か
田
小
高
い
山
田
谷
あ
い
に
侵
出
し
て
し
ま
え
ば
処
理
し
て
も
ら
然
水
。

C
れ
ら
段
階
酬
に
土
屋
の
み
の

が
で
昔
、
時
に
は
完
全
燃
襲
警
雪
、
掘
義
吉
井
戸
中
自
然
え
る
と
事
長
え
と
、
出
て
い
る
も
財
産
に
と
ど
ま
ら
ず
、
広
〈
平
境
市

に
よ
D
火
災
が
発
生
し
た
担
、
様
々
輔
聖
歌
軒
京
に
使
う
人
た
ち
が
多
の
は
処
理
し
て
主
主
フ
サ
ー
ビ
ス
行
民
の
笠
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

な
悩
み
を
抱
克
て
き
ま
し
ゃ
~
数
い
ま
す
。
残
炭
を
埋
め
た
周
辺
の
致
。
こ
れ
を
改
め
、
ぜ
め
て
ポ

y

A
土
産
地
区
山
本
提
子
し
さ
ん
V

@平揮八景ー湖南平、湘間潮来、甲車砂丘タ換え、諜

の前島神社、八橋山公豊富、聖書陣J?む滝・松岩寺、七

臨時・遠藤獄、金自lfIと寵音堂

。カラーキャピ永以上問つ切まで。スライド35~ iJ

出白熱は募集しない。観写真はと遠慮を。

。締め切担 5月初日(;1()
。送自発干254平揮市揖間町9-1
平瞳市観光協金事務局およびカメラ酷組合加厳密
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